
恵那市立 大井第二小学校学校名

人（１年 人 ２年 人 ３年 人 ４年 人 ５年 人 ６年 人 ）児童数 501 80 86 66 95 84 90

１ はじめに（地域の概要）

本校の校区は、恵那市の東部、中津川市と隣接した地域である。校区の北には木曽川が流
れ風光明媚な恵那峡がある。学校近くには、史跡などが残る中山道が通っている。校舎は、
森や田畑に囲まれた静かな環境にある。こうした学校の環境は、総合的な学習の時間の課題
にも利用できている。
校区には、古くからの農村地区と新しい住宅地区があり、住民の価値観は多様である。Ｐ

ＴＡをはじめ校区の人々の学校教育への理解と協力は厚く、本校の教育を支える大きな力と
なっている。

２ 学校の教育目標 向学心

なかよく かしこく たくましく
力を合わせよう 真理を学ぼう 体をきたえよう

（ ）３ 活動目標 福祉教育関係

地域の福祉や人権に目を向け、活動を知り、交流を通して人に優しく向き合う態度を養う

４ 推進体制
児童会

ＰＴＡ実行委員会

校長 教頭 運営委員会
（ ）重点学年 ４・５・６年

５ 課 題

、「 」「 」「 」 、●障害を持った方との交流の場を持ったが 点字 車いすダンス 口で絵を描く など
。 、毎年交流する方が変わった 障害を持った方の様々な生き方を広く知ることができた反面

継続的に発展させることができなかった。
●福祉を「知る ・ ふれあう」段階までは多く計画・実施できるが 「実践する」となると」「 、
小学生では場が限られる。郊外に出て学習をするとき、安全性に配慮しながら、目的・場
を考え、学習できる内容を今後も充実させる必要がある。

●特定の施設・場での福祉体験とともに、身近な中での個々の実践力をさらに付けたい。

６ 成 果

○お年寄りや、地域の方との交流を通して、児童は、思いやりの心を持ち、郷土に対する誇
りを持つことの大切さについて学ぶことができた。

○映画やＣＡＰプログラムを通して、人間を尊重し、差別や偏見を無くすことの大切さにつ
いて考えることができた。

○挨拶運動や美化運動を通して、地域の人や環境に積極的に関わり、より美しい環境を整え
ようとする態度を養うことができた。

○養護学校や老人ホームとの交流を通して、相手の立場に立ち活動することの大切さを学ぶ
ことができた。

○車椅子や白状体験をすることで、障害を持った方に対してどのように援助したらよいか具
体的に学ぶことができた。

○福祉体験で学んだことを上級生が下級生に伝える場を持つことで、福祉学習で学んだこと
を広げることができた。また、年々継続・発展させることができた。



７ 活動内容

①講演会 ７月８日（金）４年８７人 『ＣＡＰプログラム 』）
③調査・研究動 ６月～１月 ６年６２人 『福祉について考えよう』

（ ） （ ） 『 』③手話・点字講習会 月１日 火 月４日 金 ４年８７人 手話と点字を習う11 11
④老人福祉施設訪問 １２月２日（金）６年６２人 『老人ホーム恵光園訪問』

平 ⑥社会福祉体験 月 日（火）６年６２人『車イス、白杖、高齢者体験』11 15
成 ⑨清掃・環境美化 ５月～７月 全学年４７３人 『花いっぱい運動』

⑧地域との連携 ９月 全学年４７３人『独居老人への花苗プレゼント』17
年 ⑧地域との連携 ５月～６月 ２年９６人 『地域の方を講師に町探検や野菜作り』
度 ⑧地域との連携 ７月１９日 ５年８８人 『農産物生産者との交流』

⑨環境美化活動 １０月２８日（日） ６年 ６２人 『奉仕作業への参加』
⑨環境美化活動 ３月 日（金）６年 ６２人『校舎の清掃活動』17
⑨環境美化活動 ６月 日（日） 月４日（日）４７３人 空き缶拾い26 12
⑩学校行事へ招待 月２日（日）６年６２人『運動会に独居老人の方を招待する』10

（ ） 『 』⑩学校行事へ招待 月８日 土 全校４７３人 竹下景子さんを迎えて朗読の学習10
⑬創作活動 ９月 ４～６年２６３人『福祉標語の創作と応募』
⑮協力校間の情報交換７月 日（月） 月 日（火）３月 日（木）５年生８８11 12 13 16
名『恵那養護学校との居住地交流学習』
⑯その他 あいさつ運動 年間を通し毎日 『児童会によるあいさつ運動』

①映画会 １２月８日（金）全学年５０７人 『人権・福祉テーマの映画会と学習』
（ ） 『 （ ）』①講演会 １０月６日 金 ４年 ８７人 ＣＡＰプログラム 子どもワークショップ

①講演会 ３月８日（木）６年８９人『車椅子ダンス見学と講話、車椅子体験』
④老人福祉施設訪問 １２月７日（木） ６年８９人 『老人ホーム恵光園訪問』

平 ④保健施設訪問 ９月１１日１３日１４日 ６年８９人 『ほほえみ』訪問
成 ⑥社会福祉体験 １１月１５日（水）６年 ８９人 『車イス、白杖、高齢者体験』

⑧地域との連携 ６月～１月 ４年 ８２人 『恵那峡について調べよう』18
年 ⑧地域との連携 ５月３０日（火）２年９６人『地域の方を講師に町探検』
度 ⑧地域との連携 ５月～９月 ５年８９人 『地域の田で米作り』

⑨環境美化 ５月～７月 全学年 ５０３人 『花いっぱい運動』
⑨清掃・美化活動 ８月２７日（日）６年８９人『校内草引き作業への参加』
⑨地域清掃 １月２３日（火）２４日（水）６年５９人『登校道路地域清掃』

『 』⑨清掃・美化 空き缶拾い（リサイクル）６月～ 月全校５０７人 アルミ缶あつめ12
⑩学校行事への招待 ９月３０日（土）６年 ８９人『独居老人の方を運動会に招待』
⑬創作活動 ９月 ４～６年２７２人『福祉標語の創作と応募』

『 』⑮協力校間の情報交換 ７月１２日（木） ６年８９人 恵那養護学校との交流学習
⑯その他 あいさつ運動 年間を通し毎日 『児童会によるあいさつ運動』

①映画会 １２月５日（水）７日（金）１年～４年『人権・福祉のビデオ視聴と学習』
①講演会 ６月１１日（月）１２日（火）４年９３人『ＣＡＰプログラム』
①講演会 ６月１９日（火）６年８９人『口で絵筆をくわえ描く方の講演会』
④福祉施設訪問 ６月２７日（水）２９日（金）６年８９人『リハビリテーションセ

平 ンターほほ恵み訪問 『デイサービス恵愛訪問』』
成 ④老人養護施設訪問 １０月２２日２３日２４日 ６年８９人 『万年青苑訪問』

⑥社会福祉体験 ９月１３日（木）６年８９人 『車イス、白杖、高齢者体験』19
年 ⑧地域との連携 ６月～１月 ４年 ９３人 『恵那峡について調べよう』
度 ⑧地域との連携 ６月１日４日５日 ２年８６人『地域の方を講師に町探検』

⑧地域との連携 ５月～９月 ５年８３人 『地域の田で米作り』
⑨環境美化 ５月～７月 全学年 ５０１人 『花いっぱい運動』
⑨清掃・美化活動 ９月２日（日）６年８９人『校内奉仕作業への参加』

『 』⑨清掃・美化 空き缶拾い（リサイクル）６月～ 月全校５０１人 アルミ缶あつめ12
⑩学校行事への招待 ９月２９日（土）６年 ８９人『独居老人の方を運動会に招待』
⑬創作活動 ９月 ４～６年２６５人『福祉標語の創作と応募』
⑮協力校間の情報交換 ７月１１日（水）２年２８人『恵那養護学校との交流学習』
⑯その他 あいさつ運動 年間を通し毎日 『児童会によるあいさつ運動』



８ 活動事例

活動内容「老人ホーム恵光園訪問」

１ 目 的 老人ホームを訪問し、高齢者の方々とのふれあい体験を通して、高齢者の立場
に立って考え、接しようとする気持ちを育てる。

２ 参加者 大井第二小学校 ６年生 ８９名（各学級ごとに訪問）

３ 内 容 平成１８年１２月７日（木）実施
（１）事前学習・準備
①「学習計画を立てよう」５月「老人福祉」について学習していくことを話し合う。
・前年度の６年生の活動を知らせ、それを手本にして、自分たちのしたいこと、知りた
いことをイメージさせる。

②「老人福祉施設に向けて発信しよう」
・概要を調べ、挨拶文を送る。
・自分が調べたい事柄や、やってみたいことを明確にさせ、具体的に活動内容をイメー
ジさせる。

③「老人福祉施設との交流をすすめよう」
・交流の目当てや発表内容を決める。
・全体交流「合唱 「リコーダー演奏」の練習をする。」
・反抗流でお年寄りに喜んでもらえるような交流内容を考える。
・事前にポスターを貼りに行く。
・係ごとで、お年寄りの目線で必要なことを話し合い準備をする。
・老人福祉に詳しい方を学校に招き、事前に話を聞く。
・プレゼント作り、ゲームの準備をする。

（２）当日の交流「輝け笑顔交流会～恵光園訪問」
・飾り付け、準備
・進行係が中心になり進める。全体で挨拶、歌
・班別交流
・全体交流 プレゼント渡し

（３）事後学習「訪問を終えての反省会をしよう」
・目当ては達成できたか、係や発表について話し合う （各自→全体）。
・もっと高齢な人病気の人に目を向ける。
・恵光園のお年寄りの様子から、さらに知りたいことを出し合う。

（４）成果
・児童の合唱やプレゼントに涙を浮かべながら喜んでくださる方がおり、児童の励みと
なった。

・お年寄りにわかりやすくゲームを説明するなど、相手の立場に立ち接する姿が多く見
られた。


